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１．活動の方針、目標、計画 

 

省資源ロジスティクス推進委員会は、ロジスティクス環境会議が目指している「循環型

社会を実現するロジスティクスの構築」の実現に向けた 5 つの課題のうち、調達→生産→

販売までの複数企業間、業際間を主体とする流通部分を対象に省資源ロジスティクス活動

を行っています。 

省資源ロジスティクス推進委員会の参加メンバーは、57 社、3 大学が参加し、その内訳

は、物流業が 48.3％、製造業が 30.0％、卸・小売業が 5.0％であり、物流業と製造業で全

体の 78.3％を占めています。省資源ロジスティクスの領域範囲である調達→生産→販売ま

での流通部分に直接関与している業種で構成されています。 

 

図表１ 

省資源ロジスティクス推進委員会の重点活動領域 
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省資源ロジスティクス推進委員会参加メンバー構成 
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２．事例の作成までの経緯 
 

事例集は、参加メンバーが取り組んでいる原材料の調達段階から製品又は商品の使用段

階までの流通過程における共同物流対策、モーダルシフト対策、包装資材等削減対策など

の事例を収集し、取りまとめたものです。 

事例集の作成にあたっては、食品・流通グループ（食品・卸売・農林水産・流通）、機

械器具・精密機器グループ（機械器具・精密機器・輸送用機械器具・電機機械器具）、素材

グループ（化学・鉄鋼）の 3 つの分科会に分かれて、事例に関する情報交換、さらには事

例集の編集方針、事例集の構成等について確認しながら進めました。 

 

３．参加グループが取り組んでいる対策 

 

参加メンバーが取り組んでいる事例をみると、各グループで取り組んでいる対策に大き

な差はなく、それぞれの対策に広範囲に取り組んでいることがわかります。 
図表３ 

グループ別の対策別回答件数割合         （単位：件数） 

 

図表４ 

グループ別の対策別回答件数割合 
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４．個別対策の取り組み状況 

 

１）共同物流対策 

■現在取り組んでいる共同物流対策のタイプ（複数回答） 
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■共同物流を行った主な理由（複数回答） 
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２）モーダルシフト対策 

■モーダルシフトを行った主な理由（複数回答） 
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n=31

 

 

■モーダルシフトをした貨物の荷姿（複数回答） 
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３）包装資材等対策 

■取り組んでいる包装資材等削減対策事例（複数回答） 
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　　包装資材の再資源化、適正処理
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　　出荷伝票類の省資源化

その他
n=47

輸送中の緩衝材、包装資材のグリーン

商品（環境負荷の低い素材）の使用

ﾊﾟﾚｯﾄ、ｺﾝﾃﾅ等の輸送用具の修理、

再生による長期使用

 

■包装資材等削減対策を行った主な理由 
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４）トラック・物流施設の対策 

■取り組んでいる又は依頼しているトラックの対策（複数回答） 

16.7%

15.6%

13.3%

12.2%

10.0%

8.9%

8.9%

5.6%

4.4%

3.3%

1.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

　　エコドライブの推進

　　車両の大型化の推進

帰り便トラックの貨物の確保

最新規制適合車への早期代替

　　低公害車導入促進

発注・輸送の計画化、平準化

　　出荷・在庫管理の適正化

　　騒音対策

　　求貨求車システムの利用

その他

n=90

車両の整備、点検による

燃費改善、排出ガス低減

 
■取り組んでいる又は依頼している物流施設の対策（複数回答） 
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■トラックの対策事例を行った主な理由（複数回答） 
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配送先の意向
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n=50

 

 
 
■物流施設の対策事例を行った主な理由（複数回答） 
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５．省資源ロジスティクス推進委員会  委員 

（※事例集作成委員） 
No.  会 社 名 氏 名 所属・役職 

1. 委員長 (株)日通総合研究所 山本  明弘 物流技術環境部 環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ  

担当部長 

2. 副委員

長 

味の素(株) 魚住  和宏 調味料･食品ｶﾝﾊﾟﾆｰ  

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ戦略本部  

物流企画部 企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 

3. 〃 (株)日立物流 軽部  熊次郎 ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｿﾘｭｰｼｮﾝ統括本部  

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ開発本部 

ﾘｻｲｸﾙｼｽﾃﾑ部 部長 

4. 委  員 青山学院大学 竹田  賢 経営学部 助教授 

5. 〃 東京海洋大学 苦瀬  博仁 海洋工学部 流通情報工学科 教授  

6. 〃 流通経済大学 矢野  裕児 流通情報学部 教授 

7. 〃 愛知陸運(株) 加藤  平 安全･運行本部 安全衛生環境ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

8. 〃 旭運輸(株) 浜岸  久和 取締役東京支店長 

9. 〃 アサヒロジスティクス(株) 折原  志郎 常勤監査役 

10. 〃 伊藤ハム物流(株) 長島  泰三 本社営業部 六甲営業所 所長 

11. 〃 (株)イトーヨーカ堂 栗田 典彦 物流業務改善 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ｻﾌﾞﾘｰﾀﾞｰ 

12. 〃 ウベパレットレンタルリーシング(株) 酒田  健治 専務取締役 

13. 〃 ＮＥＣロジスティクス(株) 福田  恭久 経営企画本部 企画ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

14. 〃 (株)ＮＴＴデータ経営研究所 村岡  元司 副ｾﾝﾀｰ長 ｼﾆｱｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 

15. 〃 オリンパスロジテックス(株) 久保村  勉 東京ｾﾝﾀｰ 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 課長 

16. 〃 カゴメ(株) 長谷川  淨治 ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ部 ﾄﾞﾗｲｸﾞﾙｰﾌﾟ部長 

17. 〃 加藤産業(株) 大海  裕也 環境管理部 主任 

18. 〃 川崎陸送(株) 上野  明 業務部長 

19. 〃 北九州市 山方  弘美 企画政策室 参事 

20. 〃 キッコーマン(株) 横山  恒 物流部 物流部長 

21. 〃 キヤノン(株) 小竹  正躬 ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ本部 上席担当部長 

22. 〃 国分(株) 山本  栄二 取締役 物流統括部長 

23. 〃 コマツ 南野  敬 生産本部 物流企画部 主査 

24. 〃 佐川急便(株) 別所  恭一 管理本部 環境推進室 室長 

25. 〃 三岐通運(株) 佐藤  元樹 関連製品輸送部 部長 

26. 〃 サントリー(株) 千原  光 SCM 本部 物流部長 

27. 〃 新日本製鐵(株) 河野  義信 営業総括部 ﾏﾈｼﾞｬｰ (物流技術) 

28. 〃 鈴与(株) 新間   克樹 ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ本部 副本部長 

29. 〃 第一貨物(株) 大山  茂夫 外注管理部 次長 

30. 〃 大成建設(株) 舘  康太郎 ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ本部 

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ計画ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ 
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（※事例集作成委員）

No.  会 社 名 氏 名 所属・役職 

31. 委  員 ダイハツ工業(株) 増田  正義 物流部 主査 

32. 〃 大和物流(株) 井上  宗満 大阪営業所 所長 

33. 〃 (株)豊田自動織機 藤本  芳春 物流部 課長 

34. 〃 トヨタ輸送(株) 堀  幸矩 常務取締役 

35. 〃 トヨフジ海運(株) 山田  寛 人材開発部 安全環境室 

36. 〃 (株)ニチレイ 小石川  典宏 低温流通ｶﾝﾊﾟﾆｰ 低温物流企画

部 

技術ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

37. 〃 日清オイリオグループ(株) 竹内  一夫 ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ部 部長 

38. 〃 日本貨物鉄道(株) 飯田  聡 ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ本部 営業部 副部長 

39. 〃 日本水産(株) 出口  朋司 総合物流事業部 事業課長 

40. 〃 日本通運(株) 川目  俊夫 業務部 業務専任次長 

41. 〃 (株)日本能率協会総合研究所 西谷  友克 社会環境研究本部 環境研究部 

水政策研究室 室長 

42. 〃 日本郵船(株) 鈴木  達彦 国内物流統轄ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

43. 〃 ハウス食品(株) 岡本  雄一 ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ本部 SCM 部 

業務推進課長 

44. 〃 日野自動車(株) 佐々木  隆祥 車両･ﾊﾟｰﾂ物流部 部品物流室  

業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 

45. 〃 富士通(株) 谷岡  毅 ものづくり推進本部 物流企画部 

物流購買部 

46. 〃 (株)フジトランスコーポレーション 武田  秀典 取締役 第二国内物流部担当 

47. 〃 マクセルロジスティクス(株) 西田  利夫 物流企画室 部長 

48. 〃 松下電器産業(株) 今村  元則 物流統括ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｰｼﾞｬ 

49. 〃 三菱化学物流(株) 佐久間  英明 取締役 兼 常務執行役員  

安全 QA 環境部長 技術部長 

51. 〃 三菱倉庫(株) 前川  武弘 倉庫事業部 業務課長 

52. 〃 安田倉庫(株) 佐藤  一成 業務部 企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ ﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

53. 〃 ユニ・チャーム(株) 井川  淳 UCP ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ部 副部長 

54. 〃 リコーロジスティクス(株) 谷口  光明 輸配送統括室長 

 

 


